
№
23　
訓
子
府
発
展
を
支
え
た
鉄
路
の
歴
史
を
展
示
（
２
０
０
７
年
３
月
号
）

　

ふ
る
さ
と
銀
河
線
が
昨
年
４
月
に
廃
線
と
な
っ
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

銀
河
線
は
、
国
鉄
、
Ｊ
Ｒ
時
代
を
含
め
鉄
路
と
し
て
は
約
１
０
０
年
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
長
く
、

貴
重
な
歴
史
を
物
語
る
資
料
を
、
銀
河
線
を
運
行
し
て
い
た
北
海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
か
ら
町
教
育
委
員
会
が
譲

り
受
け
、
く
ん
ね
っ
ぷ
歴
史
館
の
交
通
・
通
信
部
門
に
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
し
て
い
る
の
は
、
53
点
。
訓
子
府
駅
、
日
ノ
出
駅
は
じ
め
各
乗
降
場
に
設
置
さ
れ
て
い
た
表
示
板
、
レ
ー

ル
（
１
９
２
３
年
、
旧
ソ
連
製
）
や
枕
木
、
レ
ー
ル
穴
あ
け
機
や
ス
パ
ナ
な
ど

の
保
線
用
具
な
ど
で
す
。
表
示
板
は
、
銀
河
線
と
し
て
使
用
さ
れ
た
18
年
間
の

も
の
で
す
が
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
表
面
が
傷
ん
だ
も

の
も
あ
り
、
利
用
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
刻
ま

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
訓
子
府
駅
切
符
売
り
窓
口
を
再
現
し
、
駅

員
さ
ん
が
身
に
着
け
て
い
た
制
服
な
ど
も
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

展
示
物
を
見
て
訓
子
府
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で

き
た
鉄
路
の
歴
史
を
も
う
一
度
再
認
識
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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№
24　
「
町
内
の
道
路
、
総
延
長
は
３
２
２
㎞
」（
２
０
０
７
年
４
月
号
）

　

町
内
を
走
る
道
路
は
、
道
道
６
路
線
、
町
道
１
９
４
路
線
の
合
わ
せ
て
２
０
０
路
線
で
、
総
延
長
は
３
２
１
・

９
㎞
で
す
。（
町
と
北
海
道
の
道
路
現
況
調
書
18
年
度
版
）

　

こ
の
統
計
の
15
年
前
、
平
成
３
年
６
月
号
の
広
報
「
く
ん
ね
っ
ぷ
」
に
掲
載
し
て
い
る
記
事
で
は
「
七
本
の
道

道
と
百
六
十
五
本
の
町
道
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
路
と
し
て
認
定
あ
る
い
は
廃
止
と
な
る
な
ど
、
本
数
、
延
長
が
毎
年
の
よ
う
に
変
化
し
ま
す
。

　

快
適
な
街
づ
く
り
に
向
け
た
事
業
の
一
つ
が
道
路
整
備
で
す
。
本
町
の
道
路
に
つ

い
て
、
昭
和
42
年
発
行
の
訓
子
府
町
史
に
「
明
治
三
十
一
年
の
道
路
統
計
で
、
訓
子

府
原
野
道
路
二
里
三
十
二
丁
二
十
三
と
あ
る
が
、
こ
の
道
路
は
、
常
呂
川
南
岸
道
路

を
北
光
社
で
切
り
開
い
た
も
の
で
、
本
町
に
お
け
る
道
路
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
現
在
実
郷
の
西
十
九
号
か
ら
、
大
谷
居
武
士
小
学
校
前
を

通
る
路
線
が
、
訓
子
府
最
初
の
道
路
で
、
当
時
は
幅
二
間
の
刈
分
け
道
で
あ
っ
た
」

と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

何
気
な
く
歩
い
て
い
る
道
も
、
訓
子
府
発
展
の
た
め
多
く
の
人
が
開
削
や
整
備
に

携
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

※
令
和
２
年
８
月
１
日
現
在
、
２
０
４
路
線
総
延
長
３
３
９
・
４
㎞
で
す
。

　
（
高
規
格
道
路
お
よ
び
道
道
含
む
）
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№
25　
地
域
発
展
と
と
も
に
歩
む
中
の
沢
橋
（
２
０
０
７
年
５
月
号
）

　

３
月
18
日
、
寒
風
吹
き
、
横
な
ぐ
り
の
雪
が
ほ
お
に
当
た

る
中
、
新
し
い
「
中
の
沢
橋
」
の
渡
り
初
め
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
62
年
に
福
野
実
践
会
が
発
行
し
た
「
開
拓
85
年
の
あ

ゆ
み
」
に
よ
る
と
、
明
治
42
年
ご
ろ
に
訓
子
府
川
に
初
め
て

架
け
ら
れ
た
木
橋
が
、
中
の
沢
橋
の
始
ま
り
。
現
在
の
橋
の

約
30
ｍ
下
流
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
何
回
か
の
水
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
35
年
に
永
久
橋
そ
し
て
今
回
さ
ら

に
頑
強
な
橋
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

明
治
36
年
以
後
、
相
内
屯
田
兵
関
係
者
の
開
拓
か
ら
始
ま

っ
た
「
中
ノ
沢
」
地
区
（
昭
和
16
年
福
野
に
地
名
改
正
）
発

展
を
支
え
て
き
た
橋
で
す
。

写
真
＝
訓
子
府
川
に
架
か
る
初
の
橋
と
し
て
開
拓
以
来
地
域
を

見
守
っ
て
き
た
「
中
の
沢
橋
」
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№
26　
町
内
一
高
い
山
は
牧
場
の
一
角
（
２
０
０
７
年
６
月
号
）

　

町
内
で
一
番
高
い
山
は
。
訓
子
府
町
史
に
よ
る
と
、「
町
の
南
端

を
東
西
に
走
る
釧
北
山
脈
は
、
置
戸
陸
別
と
の
境
界
に
あ
る
六
百
四

十
二
メ
ー
ト
ル
の
山
が
最
高
峰
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

網
走
東
部
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
※
現
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
東

部
森
林
室
）
に
よ
る
と
、
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
図
面
な
ど
で
、
こ
の
山

の
名
称
は
「
大
丸
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
共
同
利
用
模
範
牧

場
の
一
角
で
、
標
高
は
６
４
２
・
42
ｍ
、
こ
こ
は
町
有
林
で
す
。

　

町
の
中
心
部
か
ら
南
に
見
え
る
高
い
山
は
、道
有
林
で
「
尾
呂
山
」

（
標
高
６
０
５
・
21
ｍ
）。
町
史
に
は
「
オ
ロ
ム
シ
川
と
、
津
別
の
木

樋
川
と
の
分
水
嶺
が
六
百
四
メ
ー
ト
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
＝
広
大
な
牧
場
の
一
番
高
い
位
置
が
、
町
内
で
最
も
高
い
山
と
な

っ
て
い
ま
す
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№
27　
中
心
街
で
懐
か
し
い
歌
と
踊
り
披
露
（
２
０
０
７
年
７
月
号
）

　
「
千
人
踊
り
」
の
愛
称
で
昭
和
55
年
か
ら
同
62
年
ま
で
の
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
に
登
場
し
て
い
た
訓
子
府
音
頭
が
、
今
年
（
７

月
７
日
の
ま
つ
り
前
夜
祭
、
中
心
街
）
20
年
ぶ
り
に
登
場
し
ま

す
。

　

訓
子
府
町
史
に
よ
る
と
、
訓
子
府
音
頭
は
昭
和
26
年
の
町
制

施
行
を
記
念
し
て
作
ら
れ
（
大
塚
み
つ
る
作
詞
・
松
田
喜
一
作

曲
）、
舞
踊
振
り
付
け
も
完
成
。
町
開
基
90
年
の
昭
和
61
年
に

は
編
曲
さ
れ
、
歌
手
の
金
沢
明
子
が
歌
い
レ
コ
ー
ド
に
再
録
し

た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
レ
コ
ー
ド
は
町
内
全
戸
配
布
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
持
っ
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

懐
か
し
い
歌
と
踊
り
が
、
今
年
の
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

写
真
＝
町
開
基
90
年
の
昭
和
61
年
に
全
戸
配
布
さ
れ
た
訓
子
府
音

頭
の
レ
コ
ー
ド
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№
28　
北
海
道
農
業
を
支
え
１
世
紀
迎
え
た
北
見
農
試
（
２
０
０
７
年
８
月
号
）

　

北
海
道
立
北
見
農
業
試
験
場
（
※
現
地
方
行
政
法
人
北
海
道
立
総

合
研
究
機
構
農
業
研
究
本
部
北
見
農
業
試
験
場
）
が
、
今
年
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

明
治
40
年
に
道
庁
立
農
業
試
験
場
北
見
分
場
と
し
て
現
在
の
北
見

市
と
ん
田
東
町
に
開
設
、
そ
の
後
農
試
の
整
備
拡
充
計
画
で
、
昭
和

26
年
か
ら
移
転
問
題
が
浮
上
し
ま
し
た
。

　

訓
子
府
町
史
に
は
「
北
見
市
、
美
幌
町
、
訓
子
府
町
が
そ
れ
ぞ
れ

候
補
地
を
た
て
、
三
つ
ど
も
え
の
誘
致
運
動
が
展
開
さ
れ
た
が
、
土

地
条
件
の
最
も
よ
い
本
町
に
決
定
」
と
激
し
い
誘
致
合
戦
だ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
来
、
広
大
な
ほ
場
な
ど
を
活
用
し
、
小
麦
や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の

新
品
種
開
発
、
品
種
改
良
な
ど
北
海
道
農
業
を
支
え
る
研
究
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

写
真
＝
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
は
も
ち
ろ
ん
北
海
道
農
業
を
支
え
る
研
究
開

発
を
行
っ
て
い
る
北
見
農
業
試
験
場
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№
29　
訓
中
開
校
60
周
年
㊤　
仮
校
舎
か
ら
ス
タ
ー
ト
（
２
０
０
７
年
９
月
号
）

　

訓
子
府
中
学
校
が
、
今
年
（
※
平
成
19
年
）
開
校
60
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
事
業
協
賛
会
で
は
、
11
月
25
日
に
記
念

式
典
を
行
う
予
定
で
す
。

　

昭
和
22
年
、
教
育
基
本
法
の
公
布
に
よ
り
新
制
中
学
校
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
、
同
年
５
月
１
日
に
訓
子
府
中
学
校
と
し
て
開
校

し
ま
し
た
。「
訓
中
45
年
の
歩
み
」
に
よ
る
と
、「
施
設
は
小
学
校

の
一
部
を
か
り
、
机
や
椅
子
は
青
年
学
校
か
ら
の
も
ち
込
み
…
」

な
ど
、
戦
後
の
苦
し
い
状
況
で
の
開
校
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
父
母
ら
か
ら
独
立
校
舎
の
建
設
を
め
ざ
す
運
動
が

広
が
り
、
父
母
の
出
役
の
中
で
昭
和
24
年
に
独
立
校
舎
が
完
成
し

ま
し
た
。

写
真
＝
父
母
の
協
力
で
校
舎
建
設
が
始
ま
っ
た

　
（
訓
中
45
年
の
歩
み
か
ら
）
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№
30　
訓
中
開
校
60
周
年
㊥　
統
合
校
舎
建
設
、
地
域
中
学
校
順
次
統
合
（
２
０
０
７
年
10
月
号
）

　

父
母
の
出
役
の
中
で
昭
和
24
年
に
独
立
校
舎
が
完
成
し
た
訓
中

は
、
翌
25
年
に
北
見
北
斗
高
校
訓
子
府
分
校
が
併
置
さ
れ
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
し
ば
ら
く
の
間
、
小
学
校
、
高
校
と
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
運
動
会
の
会
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
教
育

ば
か
り
で
な
く
町
民
交
流
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
出
発
し
た
中
等
教
育
の
場
も
改
築
が
必
要
と
な
る
と

同
時
に
、
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
地
域
中
学
校
を
統
合
す
る
考

え
も
出
さ
れ
、
昭
和
41
年
に
現
在
地
の
東
町
に
統
合
校
舎
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
４
地
域
の
小
学
校
に
併
置
さ
れ
て
い
た
中
学

校
は
、
同
39
年
の
中
ノ
沢
中
学
校
を
皮
切
り
に
、
同
48
年
の
美
園

中
学
校
ま
で
４
校
が
順
次
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
＝
訓
中
統
合
校
舎
の
工
事
を
紹
介
す
る
広
報
「
く
ん
ね
っ
ぷ
」

昭
和
41
年
８
月
号
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№
31　
訓
中
開
校
60
周
年
㊦　
新
た
な
飛
躍
を
め
ざ
し
て
（
２
０
０
７
年
11
月
号
）

　

昭
和
41
年
に
統
合
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
20
年
以
上
経

過
し
校
舎
の
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
平
成
元
年
か
ら
４

年
間
か
け
て
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
現
在
の
校

舎
で
す
。

　
「
未
来
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒
」
を
教
育
目

標
と
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
地
域
と
共
に
歩
ん
で
60
年
。
こ
の

間
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
文
化
活
動
な
ど
で
管
内
、
全
道

に
名
を
高
め
ま
し
た
。

　

今
年
（
※
平
成
19
年
）
３
月
末
ま
で
の
卒
業
生
は
、
９
，
１

０
１
人
を
数
え
て
い
ま
す
。
歴
史
の
大
き
な
節
目
の
一
つ
を
祝

う
式
典
は
、
11
月
25
日
に
行
わ
れ
、
未
来
に
向
け
て
新
た
な
飛

躍
を
誓
い
ま
す
。

写
真
＝
新
た
な
飛
躍
を
め
ざ
す
訓
子
府
中
学
校
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№
32　
レ
ー
ル
撤
去
さ
れ
、
風
景
様
変
わ
り
（
２
０
０
７
年
12
月
号
）

　

昨
年
（
※
平
成
18
年
）
４
月
に
廃
線
と
な
っ
た
ふ
る
さ
と
銀
河

線
の
レ
ー
ル
・
枕
木
撤
去
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

列
車
の
走
る
音
が
聞
か
れ
な
く
な
っ
て
１
年
７
か
月
。
踏
切
も

な
く
な
り
、
レ
ー
ル
と
枕
木
だ
け
が
ひ
っ
そ
り
と
町
の
東
西
に
走

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
11
月
末
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消

し
ま
し
た
。

　

明
治
44
年
に
訓
子
府
駅
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
休
み
な
く
働
い
て

き
た
レ
ー
ル
。
町
内
の
区
間
延
長
は
約
11
㎞
。
レ
ー
ル
は
、
１
本

25
ｍ
、
重
さ
約
１
ｔ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
区
間
に
枕
木
は
１
５
，

０
０
０
本
以
上
あ
り
ま
し
た
。

　

銀
河
線
の
歴
史
は
、
跡
地
の
活
用
に
よ
っ
て
も
引
き
継
が
れ
ま

す
。

写
真
＝
廃
線
と
な
っ
た
銀
河
線
の
レ
ー
ル
が
次
々
と
撤
去
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
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№
33　
温
泉
湧
出
し
て
か
ら
20
年
に
（
２
０
０
８
年
１
月
号
）

　

平
成
元
年
に
穂
波
地
区
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で
、
温
泉
が
湧
き
出
て

か
ら
20
年
が
経
過
し
ま
す
。
平
成
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
温
泉
保

養
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
11
月
末
ま
で
に
94
万
人
の
入
浴
客
が
あ
り
、

平
成
20
年
度
中
に
は
１
０
０
万
人
に
達
し
そ
う
で
す
。

　

町
は
、
地
域
活
性
化
と
地
域
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
な
ど
を
目

的
に
温
泉
開
発
を
進
め
ま
し
た
。
温
泉
は
、
近
く
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
も
有
効
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
に
は
、
町
外
か
ら
も
多
く
の
入
浴

客
が
訪
れ
る
な
ど
憩
い
と
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
＝
「
訓
子
府
温
泉
」
の
源
泉
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設
ポ

ン
プ
室
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№
34　
「
さ
む
さ
む
ま
つ
り
」
の
名
は
昭
和
59
年
か
ら
（
２
０
０
８
年
２
月
号
）

　

第
29
回
さ
む
さ
む
ま
つ
り
が
２
月
３
日
に
公
民
館
前
で
開
か
れ

ま
す
。
訓
子
府
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
、
来
年
（
※
平

成
21
年
）
は
30
回
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
開
催
は
、
昭
和
55
年
２
月
17
日
。
当
時
は
決
ま
っ
た

名
前
が
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
同
年
３
月
号
の
広
報
「
く
ん
ね
っ
ぷ
」
で

は
「
盛
大
だ
っ
た
冬
の
祭
典
」
と
見
出
し
が
付
け
ら
れ
、
雪
の
滑
り
台
を

楽
し
む
子
ど
も
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
さ
む
さ
む
」
の
名
前
は
、
公
募
し
て
昭
和
59
年
の
第
５
回
か
ら
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
訓
小
３
年
の
二
人
が
名
付
け
親
で
す
。

※
名
付
け
親
の
当
時
訓
小
３
年
生
二
人
は
、
小
林
さ
ち
さ
ん
と
、
雅
楽
川
久

子
さ
ん
で
、
ま
つ
り
の
席
上
、「
名
付
け
親
証
明
書
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

写
真
＝
広
報「
く
ん
ね
っ
ぷ
」で「
冬
の
祭
典
」と
し
て
初
開
催
し
た
様
子（
右
）

と
「
さ
む
さ
む
ま
つ
り
」
と
名
付
け
ら
れ
た
５
回
目
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
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№
35　
今
年
も
「
う
ら
ら
」
に
ひ
な
人
形　
来
庁
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
（
２
０
０
８
年
３
月
号
）

　

３
月
３
日
の
ひ
な
祭
り
に
ち
な
み
、
今
年
も
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
う
ら
ら
」
に
ひ
な
人
形
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
２
月
に
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
７
段
飾
り
で
、
今
か
ら
35
年
ほ
ど
前
に

購
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
」
毎
年
飾
っ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
親
子
の
交
流
を
行
う
事

業
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
訪
れ
、
ひ
な
人
形
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ひ
な
人
形
も
子
ど
も
た
ち
を
優
し
い
ま
な

ざ
し
で
見
つ
め
て
い
ま
す
。

写
真
＝
毎
年
来
庁
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
ひ
な
人

形
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№
36　
昭
和
初
期
の
大
町
、
絵
地
図
に
（
２
０
０
８
年
４
月
号
）

　
　

訓
子
府
町
出
身
の
児
童
文
学
者
、松
岡
義
和
さ
ん
（
北
見
市
在
住
）

か
ら
平
成
16
年
に
寄
贈
さ
れ
た
「
訓
子
府
の
絵
地
図
」
が
、
く
ん
ね
っ

ぷ
歴
史
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
」
の
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
た
絵
地
図
は
、

昭
和
13
年
か
ら
昭
和
24
年
ま
で
の
訓
子
府
町
３
区
（
※
現
大
町
）
の
風

景
を
松
岡
さ
ん
が
手
書
き
し
た
も
の
で
す
。

　

雑
貨
店
だ
っ
た
「
竹
村
商
店
」、
金
物
屋
の
「
小
沢
商
店
」
な
ど
店

舗
や
住
宅
が
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
防
空
壕
や
井
戸
な
ど
も
説
明
文
付

き
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
一
部
で
す
が
、
当
時
を
知
る
人
に
は
懐
か
し
く
な
る
地
図
で
し

ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真
＝
当
時
を
知
る
人
に
は
懐
か
し
い
昭
和
初
期
の
大
町
の
絵
地
図
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№
37　
遠
く
の
雪
残
る
山
、
き
れ
い
に
見
え
る
春
（
２
０
０
８
年
５
月
号
）

　

町
内
で
は
、
西
側
に
大た
い

雪せ
つ

の
山
々
が
見
え
ま
す
。
春
先
の
晴
れ

た
日
に
は
、
雪
が
す
っ
か
り
な
く
な
っ
た
中
心
街
か
ら
、
ま
だ
雪

消
え
ぬ
き
れ
い
な
山
並
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
雪
の
山
並
み
は
多
く
の
方
が
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

東
側
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
北
栄
で
撮
影
し
た
上
の
写
真

の
雪
が
か
ぶ
っ
た
山
は
、
地
域
の
方
に
お
聞
き
す
る
と
、「
雌
阿

寒
岳
」
だ
そ
う
で
す
。
美
園
の
牧
場
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
初
め
て
知
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。
斜
里

岳
や
藻
琴
山
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
。
町
内
の
高
台
な
ど
で
、

た
ま
に
四
方
を
見
渡
す
と
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

写
真
＝
北
栄
か
ら
東
側
に
見
え
る
雌
阿
寒
岳
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№
38　
「
訓
高
60
年
」
㊤　
勤
労
青
少
年
の
勉
学
の
場
と
し
て
創
立
（
２
０
０
８
年
６
月
号
）

　

訓
子
府
高
校
が
今
年
開
校
60
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

訓
高
は
、
昭
和
23
年
11
月
５
日
に
「
北
海
道
北
見
北
斗
高
等
学
校
訓
子
府
分

校
」
と
し
て
創
立
し
ま
し
た
。
訓
子
府
町
史
に
よ
る
と
「
勤
労
青
少
年
に
勉
学

の
道
を
開
き
、
教
育
の
機
会
を
均
等
と
す
る
た
め
」
と
創
立
の
理
由
を
説
明
し

て
い
ま
す
。

　

分
校
は
、
夜
間
定
時
制
（
普
通
科
１
学
級
）
で
、
訓
子
府
小
学
校
の
一
室
を

使
っ
て
授
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
訓
子
府
中
学
校
校
舎
で
授
業
を
行

っ
た
ほ
か
、
専
任
教
員
も
い
な
い
な
ど
苦
難
の
船
出
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
昭

和
36
年
に
念
願
の
独
立
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

写
真
＝
昭
和
36
年
に
完
成
し
た
訓
高
の
独
立
校
舎

　
（
訓
高
50
年
史
か
ら
）
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№
39　
「
訓
高
60
年
」
㊥　
待
望
の
道
立
移
管
（
２
０
０
８
年
７
月
号
）

　

昭
和
27
年
に
北
見
北
斗
訓
子
府
分
校
か
ら
訓
子
府
高
校
と
名
称
変

更
し
た
あ
と
、
昭
和
37
年
に
は
夜
間
定
時
制
に
昼
間
定
時
制
１
学
級

が
加
わ
っ
た
ほ
か
、
農
業
者
の
育
成
に
向
け
て
同
41
年
に
は
昼
間
季

節
制
普
通
科
が
農
業
科
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
関
係
教
育
が
充
実
し
て
い
く
中
、
同
49
年
４
月
に
全
日
制
普

通
科
に
学
科
転
換
、
入
学
志
願
者
も
年
々
増
え
る
な
ど
父
母
や
住
民

か
ら
、
町
立
か
ら
道
立
へ
の
移
管
を
求
め
る
声
が
起
こ
り
、
同
51
年
、

訓
高
は
道
立
高
校
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

町
立
の
期
間
27
年
間
で
８
６
７
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま

す
。

写
真
＝
訓
子
府
高
校
道
立
移
管
を
掲
載
し
た
新
聞
記
事
な
ど

　
（
訓
高
50
年
史
か
ら
）
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№
40　
「
訓
高
60
年
」
㊦　
さ
ら
な
る
飛
躍
を
（
２
０
０
８
年
８
月
号
）

　

昭
和
51
年
に
道
立
移
管
し
た
訓
高
は
、
昭
和
53
年
度
に
創
立
30
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
し
、
新
た
な
飛
躍
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
近
隣
市
町
か
ら
の
入
学
希
望
者
が
増
え
競
争
率
も

高
く
な
っ
た
ほ
か
、
進
学
率
・
就
職
率
が
向
上
、
部
活
動
も
活
発
に
な

り
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
に
は
道
内
公
立
高
校
で
唯
一
、「
北
海
道
教
育
委
員
会
研

究
指
定
校
」
の
指
定
を
受
け
、
62
年
に
は
網
走
管
内
教
育
実
践
表
彰
を

受
賞
、
平
成
６
年
度
に
は
現
在
の
校
舎
な
ど
が
全
面
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
年
（
※
平
成
20
年
）
３
月
末
ま
で
の
卒
業
生
は
３
，
３
１
８
人
で
、

訓
高
の
着
実
な
発
展
を
支
え
て
い
ま
す
。

写
真
＝
開
校
60
年
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
す
訓
子
府
高
校
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№
41　
幼
稚
園
30
周
年
㊤　
園
章
は
元
・
南
訓
小
校
長
が
考
案
（
２
０
０
８
年
９
月
号
）

　

町
内
旭
町
の
住
宅
街
に
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
ま
す
。
こ
こ
は

訓
子
府
幼
稚
園
。
昭
和
53
年
４
月
10
日
に
多
く
の
関
係
者
が
喜
ぶ
中
で

入
園
式
が
行
わ
れ
、
今
年
（
※
平
成
20
年
）
で
創
立
30
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

開
園
し
て
３
年
後
の
昭
和
56
年
に
園
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
プ
レ

ー
ル
ー
ム
に
あ
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

元
・
南
訓
小
校
長
で
初
代
園
長
の
千
葉
博
さ
ん
が
考
案
。
６
角
形
は

雪
の
結
晶
、
空
間
は
大
空
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
町
花
の
ツ
ツ
ジ
を
支
え
に
、

園
の
ク
ラ
ス
を
表
現
し
た
４
個
の
大
丸
、
園
児
を
表
し
た
７
個
の
小
丸
。

北
国
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
が
手
を
つ
な
ぎ
、
伸
び
伸
び
と
成
長
す
る

こ
と
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

※
幼
稚
園
は
現
在
、
認
定
こ
ど
も
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
＝
町
議
会
が
訓
子
府
幼
稚
園
設
置
を
決
め
た
こ
と
や
、

園
舎
の
概
要
な
ど
を
紹
介
す
る
広
報
「
く
ん
ね
っ
ぷ
」
昭
和

52
年
10
月
号
と
園
章
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№
42　
幼
稚
園
30
周
年
㊦　
30
年
で
２
，
５
０
１
人
が
巣
立
つ
（
２
０
０
８
年
10
月
号
）

　
「
町
内
に
幼
稚
園
を
」
と
い
う
地
域
の
強
い
要
請
と
幼
稚
園
教
育
を
実

現
す
る
こ
と
で
、
幼
・
小
中
高
の
一
貫
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
、
昭
和
53

年
４
月
に
開
園
し
た
訓
子
府
幼
稚
園
。

　

町
開
基
１
０
０
年
を
迎
え
た
平
成
８
年
に
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
結

成
さ
れ
た
ほ
か
、
１
０
０
年
記
念
事
業
に
園
児
が
参
加
す
る
な
ど
、
毎
年
、

園
児
が
各
種
行
事
で
活
躍
。
現
在
、
幼
稚
園
で
は
記
念
誌
を
作
成
中
で
す
。

　
「
正
し
い
社
会
性
を
身
に
付
け
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
情
操
豊
か
な

明
る
い
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
る
」
を
教
育
目
標
と
し
、
今
年
（
※
平
成

20
年
）
３
月
ま
で
の
30
年
間
で
２
，
５
０
１
人
が
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
＝
園
児
で
つ
く
っ
た
「
30
」
の
人
文
字
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№
43　
道
道
沿
い
に
、
町
発
展
に
貢
献
し
た
駅
逓
の
跡
（
２
０
０
８
年
11
月
号
）

　

元
町
の
道
道
沿
い
に
、
町
教
育
委
員
会
が
設
置
し
た
「
駅
逓
所
跡
」

の
史
跡
標
示
板
が
あ
り
ま
す
。「
駅
逓
」
そ
れ
は
、
開
拓
を
進
め
る
移

民
な
ど
に
と
っ
て
「
休
泊
所
」
な
ど
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

町
史
に
よ
る
と
、
訓
子
府
駅
逓
は
明
治
39
年
に
開
設
。
訓
子
府
を
開

拓
し
た
高
知
県
の
北
光
社
農
場
支
配
人
、
前
田
駒
次
が
取
扱
人
で
し
た

が
、「
実
際
の
経
営
者
は
岩
渕
周
之
助
（
野
付
牛
外
１
カ
村
２
代
目
戸

長
）」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

宿
泊
や
、
馬
を
貸
し
て
次
の
駅
逓
ま
で
送
る
な
ど
の
役
目
を
担
い
、

訓
子
府
や
周
辺
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
駅
逓
も
、
明
治
44
年
の
鉄
道

開
通
や
市
街
地
に
旅
館
が
開
業
す
る
な
ど
し
て
、
大
正
９
年
に
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

※
史
跡
標
示
板
は
現
在
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
＝
開
拓
移
民
の
休
泊
所
「
駅
逓
所
」
跡
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№
44　
冬
期
間
入
牧
の
歴
史
に
一
つ
の
区
切
り
（
２
０
０
８
年
12
月
号
）

　

美
園
に
あ
る
町
共
同
利
用
模
範
牧
場
の
サ
イ
ロ
６
基
を
、
11
月
中
旬
に

す
べ
て
取
り
壊
し
ま
し
た
。

　

昭
和
44
年
度
に
開
設
し
た
牧
場
は
、
同
63
年
度
ま
で
冬
期
間
も
乳
牛
な

ど
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
飼
料
を
入
れ
る
こ
の
サ
イ
ロ
は
43
年

度
か
ら
45
年
度
の
３
か
年
で
整
備
し
、
約
20
年
間
〝
活
躍
〟
し
た
あ
と
、

〝
休
眠
〟
し
て
い
ま
し
た
が
、
鉄
の
需
要
が
高
ま
っ
た
今
年
、
町
は
売
却

を
決
め
ま
し
た
。

　

高
さ
18
ｍ
、
直
径
６
ｍ
、
容
量
は
２
３
０
ｔ
。
牧
場
に
行
く
と
、
そ
の

大
き
さ
に
ま
ず
目
を
引
か
れ
ま
し
た
。
サ
イ
ロ
は
、
大
型
の
機
械
で
１
基

ず
つ
取
り
壊
さ
れ
、
冬
期
間
入
牧
の
歴
史
の
一
つ
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。

写
真
＝
６
基
あ
っ
た
サ
イ
ロ
が
次
々
壊
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
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№
45　
字
名
の
歴
史
㊤　
訓
子
府
地
域
の
始
ま
り
は
２
地
区
（
２
０
０
９
年
１
月
号
）

　

訓
子
府
町
は
現
在
、
30
の
字
名
が
あ
り
ま
す
。
役
場
に
字
名
の
変
遷
を
示
し
た
表
と
大
正
時
代
の
区
域
図
が
あ

り
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
Ｏ
Ｂ
の
橋
爪
実
さ
ん
が
、
町
史
や
自
分
の
調
査
を

基
に
作
り
上
げ
、
平
成
13
年
町
教
委
発
行
の
「
訓
子
府
町
の
生
活
と

文
化
」
に
掲
載
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
変
遷
表
を
見
る
と
、
町
内
の

地
域
は
大
き
く
変
遷
し
て
い
る
こ
と
が
一
目
で
分
か
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
明
治
30
年
に
野
付
牛
村
に
属
す
る
以
前
の
訓
子
府
地
域
は
、

道
庁
時
代
と
し
て
西
16
号
線
か
ら
西
18
号
線
ま
で
を
「
旧
区
画
地
」、

西
19
号
線
以
西
を
「
新
区
画
地
」
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

写
真
＝
大
正
時
代
の
区
域
図
と
字
名
の
変
遷
を
示
し
た
表
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